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１．壁面緑化手法と特徴 
 壁面緑化手法には、壁面登はん型の自立登はんタイプと補助材使用登はんタイプ、壁面下垂型の自立下垂タイ

プと補助材使用下垂タイプ、壁面前植栽型の緑化コンテナ設置タイプと植栽基盤取り付けタイプがある。 

＜表１＞壁面緑化手法と特徴 

壁面緑化手法 特徴 

自立登はんタイプ ナツヅタやキヅタなどの付着根をもつツル植物による安価で、誘因などが不要のメン

テナンスの容易な緑化。つる植物が限られる。被覆に時間がかかる。ガラスや金属面

には登はんしない。 

補助材使用登はんタイプ 登はんのための補助資材を取付け、登はんツル植物による緑化。補助資材にはワイヤ

ー、ワイヤーメッシュ、ヤシマット併用金網などがある。各種のつる植物の使用が可

能。補助材使用場所と取付け方法に注意する。一般的な壁面緑化。緑のカーテン 

自立下垂タイプ 壁面上部または途中に植栽基盤を設け、ヘデラ・カナリエンシスなどによるメンテナ

ンスの容易な緑化。風に対して不安定。・被覆に時間がかかる。つる植物が限られる。 

補助材使用下垂タイプ 下垂のための補助資材を取付けた安定性の高い緑化。ヘデラ・カナリエンシスなどに

よるメンテナンスの容易な緑化。補助材使用場所と取付け方法、荷重に注意。 

緑化コンテナ設置タイプ バルコニーなどに緑化コンテナを設置し、各種樹木の使用が可能なバルコニー緑化併

用型の緑化。緑化場所が限定される。基本的には自動潅水設備が必要。高価。 

植栽基盤取付けタイプ 育成養生してある植栽基盤つき壁面緑化植物を壁面に取付けて緑化。早期緑化が可能

で壁面緑化効果効用が高い。つる植物の他各種のグランドカバープランツ類が使われ

る。自動潅水装置が必要。植物の植え替えなど維持管理費がかかる。取付け方法、荷

重に注意する。高価。商業施などの緑化に使われる。 
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